






















ぜ」「どうして」 を生み出していくのである。「なるほど」 ．．．， 「ではこれはどう して？」
「なぜこれはちがうの ？」と思いが終わることなく続くことで，学びが深まったり ，広が
ったりしていく 。この ように「なぜ」から「なるほど」への繰り返しが“ひと • もの • こ
と”のもつ真理や価値に近づいていくのである。
この こと から ，子ど もたちが主体的に活動 ・体験し，その中での気付きを表現したり，
気付きをもとに考えたりすることで，知的な気付きを子ど もが 自覚し， 実感的に分かる こ
とを重視したい。そしてともに学び合う 中で，集団における自分の存在や自分のよさや成














と • もの • こと”には強い思いを抱いていると考える。 このことから，子どもたちにかか

















































T: 今 日のキラ キラ は見つかりま したか？
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